
※１　位置づけ

「南区生活交通改善プラン」の改定について にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画）

にいがた都市交通戦略プラン
[基本計画]

市
南

南区　区ビジョンまちづくり計画
[基本計画]

基本方針
<区の将来像>
大地の恵みと伝統・文化にはぐくまれた
　郷土愛にあふれる、いきいきと暮らせるまち

<目指す区のすがた>（抜粋）
◆誰もが快適に移動できる交通の利便性が高

にいがた都市交通戦略プラン
[実施計画]

新潟市地域公共交通網形成計画

１　経緯

　現行の「南区生活交通改善プラン」は、平成２５年度から２６年度にかけて開催された、南区公共交通検
討会議での検討結果に基づき、平成２７年３月に策定、公表したものである。現行プランの計画期間は策
定から概ね５年間としており、令和2年3月末で終了することに伴い、関連する計画に定められる基本的な
方針等に基づいて、同プランの評価、現状と課題の再確認、及びそれらを含めたプランの改定を行う。

資料 １

市
全
体
の
施
策

南
区
の
施
策

◆誰もが快適に移動できる交通の利便性が高
いまち
【公共交通】
（１）便利で快適な公共交通体系の構築
バス交通の充実により、国道８号を基軸と
し、都心や近隣地域へのアクセス機能や路
線相互の乗換機能を高め、全ての利用者に
とって利便性が高く、快適な公共交通体系
をつくります。
◆ひととひとがふれあい、安心していつまでも
暮らせるまち
【協働】
（１）区民と行政の協働の推進
地域との情報共有を図りながら、区自治協
議会、地域コミュニティ協議会などとの協

新潟市地域公共交通網形成計画
[公共交通分野の実施計画]

<目標>
　　持続可能な公共交通ネットワークの形成
<基本的な方針>
◆都心アクセスに資する公共交通を維持・拡充
します。（都心アクセスの強化）
◆駅・港・空港など広域交通拠点と都市交通の
連携を図ります。（広域交通との連携強化）
◆基幹公共交通軸を段階的に整備しまちなか
の回遊性を強化します。（都心部での移動円滑
化）

◆多様なライフステージの移動ニーズに応じた
区バス・住民バスを確保します。（生活交通の確
保維持・強化）

◆公共交通の利便性を向上させ自家用車から
の転換を促進します （市民や関係者による協

２　位置づけ

　本市全体の新たな交通施策の基本的な方針として、令和元年7月に「にいがた都市交通戦略プラン」が
策定、公表された。これに基づいた、公共交通分野に特化した実施計画に当たる「新潟市地域公共交通
網形成計画」の一部として、各区の「生活交通改善プラン」が位置づけられている。
※１　右上図参照

３ 改定の視点

一部として位置づけ

・生活交通改善プラン（各区）

・新潟市交通バリアフリー基本構想

・新潟市自転車利用環境計画

・新潟市ＢＲＴ第１期導入計画　など

※２　改定の視点

４　計画期間

　「にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画）」、「南区　区ビジョンまちづくり計画」両計画の終期に準拠す
るため、令和２年度から４年度までの３年間とする。

南区区ビジョンまちづくり計画
[実施計画]

新潟市地域公共
交通網形成計画

（新）南区生活交通改善プラン
南区区ビジョン

まちづくり計画[基本計画]

議会、地域コミュニティ協議会などとの協
働を深め、様々な地域課題の解決に取り組
み、区民ひとりひとりが地域の中で主役と
なるまちづくりを進めます。

の転換を促進します。（市民や関係者による協
働）

３ 改定の視点

　現行プランをベースに「新潟市地域公共交通網形成計画」の一部として、新たな市全体の公共交通施策
に対応した基本方針を定める。また、現行のプランの取り組みを振り返るとともに、より一層南区内の生活
交通確保・維持強化及び利便性向上に重点をおいた内容に見直す。
※２　右下図参照

５　改定スケジュール（案）

　　令和１年１１月　　第１回南区地域公共交通検討会議
　　令和２年　１月　　第２回南区地域公共交通検討会議

交通網形成計画
（新）南区生活交通改善プラン

まちづくり計画[基本計画]

５つの基本的な方針

新たな方針

【基本方針】
７つの取り組み

現行の南区生活
交通改善プラン

４つの方針

対応 連動

継続と見直


